一般社団法人　日本市場創造研究会
『市場創造研究』論文投稿規定
2013年10月1日改訂
１．目的
本論文集は、市場創造型製品開発分野またはこれに関連するマーケティング分野における諸問題の研究および実践を促進し、理論的研究と実践の融合をもって、当該分野の発展に寄与するため、研究・実践成果を公表することを主たる目的とする。
２．投稿資格
(1) 日本市場創造研究会の会員、非会員を問わず誰でも投稿できる。
(2) 学生・大学院生の投稿に関しては、指導教授の推薦を必要とする。
　
３．投稿原稿
(1) 投稿原稿は上記 １. の目的に合致し、かつ未発表のものに限る。
(2) 原稿の種類は、論文、研究ノート、事例研究、書評等、幅広く募集する。
(3) 原稿は原則としてWord形式またはText形式のデータ原稿で提出する。
論文の記述方式は日本市場創造研究会研究論文集『市場創造研究』論文執筆要項に準じるものとする。また、提出された原稿は返却しない。
　(4) 原稿の記述方式が執筆要項に添わない場合には、編集委員会は著者に原稿の修正を要求したり、編集委員会の判断で原稿の修正を行なったりすることがある。
(5) 査読対象となる投稿論文に限り、2名以上の査読者により審査される。
審査は論文を受付けた後、速やかに行う。
　(6) 審査の結果、論文内容の訂正を著者に要請することがある。
４．投稿原稿の採否および掲載
(1) 投稿原稿の採否および掲載は編集委員会の決定による。
(2) 投稿原稿、再提出原稿の受付日は当該原稿が本研究会事務局へ到着した日とする。また、受理日は当該論文の採択を編集委員会が決定した日とする。
５．受理された投稿原稿の校正
初校の校正は筆者が行うこと。誤植訂正以外の修正、図表・写真類の修正および差し替えは認めない。
６．著作権
(1) 本論文集に掲載された論文などの著作権および版権は本研究会に帰属する。特別な事情により本研究会に帰属することが困難な場合には、申し出により著者と本研究会の間で協議する。
(2) 著作権に関し問題が発生した場合は、著者の責任において処理する。
(3) 著作人格権は著者に帰属し、著者が自身の論文を複製・転載等のかたちで利用することは自由である。この場合、著者はその旨を本研究会に書面にて通知し、掲載先には出典を明記すること。
(4) 本研究会は、掲載された論文等を研究会が指定する方法で配布・販売する権利を有する。販売に伴い収益金が生じた場合は、原則として研究会に帰属する。研究会による論文の配布・販売を許諾しない場合は、著者は事前にその旨をもって研究会に通知すること。
(5) 著者に対しては、本論文集5冊を進呈する（なお、筆者が追加部数必要な場合には実費を請求する）。
附則
(1) この規定は、2011年6月28日から施行する。

(2) 2013年10月1日一部改訂
以上
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